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問 題 と 目 的
保育の質をめぐる議論が続く。対話的保育も子ども
が真に学ぶ際の，大人のありように目を向けた保育の
質に関する議論である（梅崎，2016）。
子どもの学びは，子どもが夢中になって遊ぶことで
得られる。基盤となるのは安心であり，「受け入れら
れている。思うことを表現してよい」といった感覚
が，子どもの夢中を下支えする。安心は，保育ないし
就学前の学びにおける先行要件に当たる。
安心が脅かされるとき，生来，学びに対して意欲的
な子どもたちは，問題行動を示して環境改善を訴え
る。用いられるのは，攻撃行動に代表される外在的
（externalizing）な行動と，引きこもりに代表される内
在的（internalizing）な行動である。
対象児たちは一年の調査期間において，問題行動の
得点を有意に低下させた。本報告では，寄与したであ
ろう要因のうち，この間実施された園内研修に目を向
ける。安心の醸成に努めた保育者の学び合いは，近
年，健全な労働環境を表す同僚性の具現としても関心
が高い（佐藤，1997）。子ども観・保育観の共有を目
指した保育者の対話が，対話的保育の基盤ともなる様
を見ていく。
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Abstract : Feeling secure is an antecedent for childcare focused learning. Three-year-old children attending
A preschool（N＝120）participated in this survey. Their problem behavior scores declined significantly dur-
ing one year as a result of childcare. This study focused on training in the preschool, which was designed to
develop the sense of security, among factors contributing to preschool adjustment. At first, communication
was mainly related to countermeasures for problem behaviors. However, finally, it changed to interactions in
the direction of expected development. Furthermore, the structure of interactions changed from communica-
tion guided by leadership of managerial staff to interactions demonstrating the collegiality among childcare
workers.
Key Words : Dialogic childcare, collegiality, training in preschool
要旨：保育において安心は，集中した学びの先行要件に当たる。調査対象とされた A 園 3歳児 120
名は，一年間の保育において有意に問題行動得点を低下させた。本研究では，園適応に寄与した要因
のうち，安心の醸成に努めた園内研修に目を向けた。その結果，問題行動の対策が中心であった当初
やりとりが，終盤には，期待される育ちの方向性に向けたやりとりへと変化した。またその構造も，
管理職者のリーダーシップによるやりとりから，保育者間の同僚性が発揮されるやりとりへと移行し
た。
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方 法
201 X 年度 4～3月，幼保連携型認定こども園 A 幼
稚園（以下 A 園）にて，園内研修が実施された。準
備として，前年度から園長，教頭，研修会ファシリテ
ータを務めた筆者の三者によって数回のミーティング
が持たれた。そこで定められた研修会の方向性は「発
達を踏まえた保育実践（保育は発達に合っているか）」
であり，研修の各回において（1）保育はその子の様
子に合っているか，（2）保育がその子らしさを育てて
いるか，以上 2点について議論されることと決められ
た。
研修の対象は，年少 3歳児 6クラス（担任 6名，園
児約 120名）であった。3歳は幼稚園へのエントリー
を果たす時期である。A 園でも 120名のうち 8割が，
家庭を離れて初めての集団生活を経験していた。な
お，年少児だけで 120名という数字は，近隣でも最大
規模である。A 園は幼児教育の特質である‘集団’
を優れて備え，また活かそうとする園であった。
研修では，その前週までに，担任から選出された園
児 1～2名の様子がビデオ撮影された。担任は，研修
の機会が別にある特別支援児を除いた上で，そのとき
気にかかっている子どもを選んだ。撮影された映像は
3分に編集され，その映像を用いて研修がなされた。
研修では，担任 6名と園長・教頭とで園児の様子を見
て，先述した 2つの問いをめぐって意見交換がなされ
た。
一度の研修では 2クラスが取り上げられた。この計
画によりどのクラスも，年間 4回ずつの研修が確保さ
れた。研修時間は 1回につき，90～120分であった。
その日の話し合いはすべて逐語化され，後日，振り返
りに代えて逐語禄が，参加者へフィードバックされ
た。延べ 24クラスを対象とした逐語録は，32万字に
及んだ。
本報告ではこの逐語録を分析して，園児の発達に影
響した要因を探る。本稿では，各クラスの研修初回
（5～7月に実施）と最終回（2～3月に実施）のやりと
りを取り上げ，選定された子どもの特徴や，語られた
内容の変化について見ていく。Table 1には，研修月
と対象クラスおよび対象児を示した。園児・保育者・
クラス名は仮名であり，このことも含め，本研究にか
かる個人情報の扱いは，A 園と筆者の間で誓約書を
交わし万全の保護体制を敷いた。
問題行動得点の変化 話し合いの内容を検討するに当
たり，先立って 5月と 3月に担任によって評定された
園児たちの問題行動得点の推移を示す。尺度には，金
山・中台・磯部・岡村・佐藤・佐藤（2006）が用いら
れた。これはすでに述べた外在的／内在的の 2側面に
おいて，問題行動の個人差を評定すべく開発された尺
度である。Table 2に示されるように，外在化問題行
動は 8項目の合計によって，内在化問題行動は 5項目
の合計によって，それぞれ得点化される。保育者は各
クラス 20名の園児一人ひとりについて「まったくみ
られなかったら＝1」から「非常によくみられたら＝
5」まで，5段階で評定した。
尺度を用いた得点化の結果，A 園園児の問題行動
Table 1 研修対象クラスおよび対象児
クラス担任
月
うさぎ
佐久間 7
ぞう
平 5
きりん
桜井 4
ぱんだ
山賀 3
ひつじ
深川 1
こあら
岡崎 1
5 マサキ 1，ケンタロウ 1 マサタカ，ユイ
6 タイシ 1，アツシ 1 ソウスケ，ユウナ
7 ケンゴ 1 リョウマ
9 タイシ 2，アツシ 2 セイカ 1
10 ケンゴ 2 ソウタ
11 ケンタロウ 2 ヒロユキ
タイシ 3，アツシ 3 エリカ
12 ミナミ セイカ 2
1 マサキ 2 ガク，シン
2 タイシ 4，アツシ 4 レン
ケンゴ 3 カヤ
3 ショウタ タクロウ
注 保育者名横の数字は保育キャリア（担任経験や年少担当の有無を鑑み目安として示した）。
園児名横の数字は研修対象とされた通算回数。整合性のため表から数名の園児仮名を除いた。
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は外在化／内在化の 2側面とも，5月から 3月にかけ
て有意に低下した（Table 3）。性別ごとに見ると，外
在化問題行動は女児よりも男児で有意に得点が高く
（Table 4），金山ら（2006）と同様の傾向を示した。
一方，内在化問題行動は，有意な差は見られなかった
ものの男児で得点が高く，金山ら（2006）と異なる傾
向が見られた。
Table 2～4に示された得点の変化は，幼稚園生活に
対する園児たちの適応を顕著に現している。多くは生
物学的な発達（子どもたちの成熟）に拠るものではあ
るが，その背景に，何（誰）を気にかけ，何（誰）へ
の拙速な対応を保留するかという，子ども観・保育観
の共有に基づく保育者判断の洗練が影響していよう。
以下では 6クラスにおける研修初回のやりとりと，
研修最終回のやりとりの，合計 12のやりとりを示す。
Table 2 保育者評定尺度項目（金山ら，2006）と本調査における得点の比較（項目ごと）
評定時期 M SD t 値
外在化＿1 人や物に攻撃的である 5月
3月
2.16
1.66
1.26
0.90 4.61***
外在化＿2 他の子どもがしている遊びや活動のじゃまをする 5月
3月
1.64
1.34
1.08
0.80 3.36***
外在化＿3 そわそわしたり，落ち着きがない（多動である） 5月
3月
1.71
1.50
1.14
0.92 2.24**
外在化＿4 注意散漫である 5月
3月
1.98
1.39
1.29
0.92 5.65***
外在化＿5 不注意である 5月
3月
1.55
1.23
1.02
0.76 4.00***
外在化＿6 他の子どもと口論する 5月
3月
2.27
2.14
1.27
1.10 1.11*
外在化＿7 きまりや指示を守らない 5月
3月
1.99
1.31
1.09
0.74 7.27***
外在化＿8 かんしゃく持ちである 5月
3月
1.56
1.27
1.06
0.72 2.94***
内在化＿1 他の子どもたちと一緒にいるとき不安そうである 5月
3月
1.41
1.21
0.79
0.62 2.33**
内在化＿2 さびしそうにしている 5月
3月
1.63
1.28
0.96
0.60 3.82***
内在化＿3 悲しそうであったり，ふざぎこんだりする 5月
3月
1.43
1.26
0.85
0.65 2.12**
内在化＿4 仲間との遊びに参加しない 5月
3月
1.82
1.62
1.07
1.00 1.88**
内在化＿5 ひとり遊びをする 5月
3月
2.71
1.79
1.28
1.15 7.77***
***p＜.001 **p＜.01 *p＜.05
Table 3 問題行動得点の比較
評定時期 M SD t 値
外在化問題行動 5月3月
14.87
11.85
6.32
4.98 6.78***
内在化問題行動 5月3月
9.00
7.15
2.89
2.72 6.21***
***p＜.001
Table 4 問題行動得点の比較（性別）
評定 性別 人数 M SD t 値
外在化問題行動
5月 男児女児
62
52
16.66
12.92
7.11
4.44 3.42***
3月 男児女児
60
54
13.18
10.26
6.03
2.69 3.40***
金山ら 男児女児
65
65
16.86
16.37
6.29
5.51 ―
内在化問題行動
5月 男児女児
62
52
9.02
8.92
2.78
3.05 0.17
3月 男児女児
60
54
7.22
7.02
2.91
2.48 0.39
金山ら 男児女児
65
65
7.34
8.14
2.51
3.24 ―
***p＜.001
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交わされた実際の順に発話を示し，当該園児に対する
担任の思いと，同僚／園長・教頭からのコメントによ
って構成された各回のやりとりについて，ながれを損
なわぬよう，また恣意性を低めるよう表記された。他
に，男児は「くん」で，女児は「ちゃん」で表記し，
適宜発話の省略や補足を行った。
初回 1 ぞう（5月），対象児：マサキくん，ケンタロ
ウくん
担任（平先生）の思い 午後とかになって疲れも，眠
たいし，でも友だちに嫌なこと，言われたりされた
り，したら，もう，ちょっとその辺のコンディション
が，なんかこう，うまくいかず，まだ手が出ることも
あるんですけど
問題行動が外在化されがちなマサキくんとケンタロ
ウくんが取り上げられ，友だちに対する噛みつきや乱
暴，また彼らに対する注意の伝わりにくさが語られ
た。対処に追われる担任（平先生）に対し，園長と教
頭から，労いと励ましのコメントがなされた。
教頭先生 まマサキくんにしても，そんなもう，すぐ
に言葉も喋られへんし，理解もできひんと思うから，
あのー，なんか精一杯（平先生が）やってくれてると
ころがあるから，まこのままなんか，様子見ながらで
いいんちゃうかな，基本的には
園長先生 あの，うーん，ま平先生は，らしい持ち味
で，なんか子どもに負担感とか圧力感とかなく，接し
てくれていて，かつ，やっぱり子どもよく見てるなぁ
と思うんですよ。で，そういう基本姿勢は，やっぱり
あの，先生，内面焦ってるか知らんけど，なんか持て
てて
初回 2 ぱんだ（5月），対象児：マサタカくん，ユイ
ちゃん
担任（山賀先生）の思い なんか，ちょっとずつ，同
じバス停の子とかは，遊べるようにはなってきてるん
で，だんだん広がっていったらいいなって思ってるん
ですけど
遊べなさやクラスでの孤立が目立つマサタカくんと
ユイちゃんが取り上げられた。これに対し，同僚から
似た事例の紹介がなされた。また園長先生から励まし
がなされた。
平先生 （マサキくんの事例を挙げて）虫探しが好き
っていうのが，自分で好きな遊びで遊べるようになっ
てって，なんかこう，それをきっかけに，虫探しが好
きなお友だちと関われるようになったりとか
園長先生 こんだけの期間で，こんだけ変わってきて
るって言うんやったら，なんか上出来なんちゃうの。
うまくいけへんかったら，たとえば夜泣きしたりとか
家でぐずったりとかおねしょしたりとか爪噛みしたり
とか，なんかこう神経症状的なもんがありますとかあ
るけど，少なくとも，絶対そっちには行ってなくて
初回 3 うさぎ（6月），対象児：タイシくん，アツシ
くん
担任（佐久間先生）の思い アツシくんとタイシくん
は，4月 5月はすごいしっかり来てたんで，5月の半
ばくらいからちょっと調子が乱れてしまって，アツシ
くんは，部屋に入るときに拒…拒むというか，一緒
に，手取り足取りしないと入らない感じになっちゃっ
て，でタイシくんは…タイシくんも，朝ちょっと泣い
て来たり，朝から「今日の給食食べなくていいか」っ
て，（略）食べなくていいって言葉をもらいたかった
り（略）まアツシくんとタイシくんはこの 2人，仲い
いんで，（略）アツシくんはわーって遊びたいんです
けど（略）でもタイシくんは，わーと遊べなくて
（略）アツシくんがそこで，消化不良なんです。でア
ツシくんがそういう遊びができる友だちと出会えれ
ば，とか，タイシくんがアツシくんの遊びに刺激を受
けてわーっとできれば，たぶんこう，よくなるんです
けど，その辺はいま，期待しています（笑）
不安な様子が目立つ 2人に期待を込めて関わり，両
者の助け合いにその解消を委ねたものの，いま一つし
っくりいかない様子が語られる。教頭先生からは，担
任（佐久間先生）の明確なねらいが評価される。
教頭先生 そうですね，まあ，彼女（佐久間先生）が
いま，こうしていきたいっていう課題がはっきり，し
ているので，そこをまあ，これからまた，探っていっ
たらいいのかなって思うんですよね。こうしてやり…
いきたいっていう願いが，ありましたよね
初回 4 ひつじ（6月），対象児：ソウスケくん，ユウ
ナちゃん
担任（深川先生）の思い みんな結構約束事とか，な
甲南女子大学研究紀要第 53号 人間科学編（2017年 3月）３０
になにしたらアカンとか，こう正義感…が強くなって
きている時期なんで，そういうこう，できてないこと
に目を向けて「ソウスケくんがなになにしてない」と
か，「ソウスケくんがなになにしてる」ってのを，引
っ張りながら「やったらアカン！」とか，やるのが，
すごいソウスケくんも，ソウスケくん自身もすごい怖
がって
ユウナちゃんは結構なんか，お家でも結構，お父さ
んに甘え，甘えたで，なんでも着替えとかもやっても
らってて，全然自分でやろうとしないってとこがあっ
て
他児との比較において 2人の幼さが語られる。ソウ
スケくんには（本研修では扱わないと決めた）発達の
遅れが，ユウナちゃんは母子関係の難しさが，それぞ
れ疑われる。教頭先生からは，様子を見守るようアド
バイスがなされる。
教頭先生 そうですね…まソウスケくん，なんやろ，
やっぱり，ソウスケくんちょっと，しんどい部分があ
ると思うから，その…深川先生が，みんなと一緒に，
させようさせようってしているところが，私はちょっ
と聞いてて，気になったかな（略）まユウナちゃんは
（略）もっとずーっとちっちゃいときの母子関係のあ
れがあるかなって思うんで，その園だけでは解決でき
ない部分もあるんかな（略）もうちょっとお母さん，
との，関係のところもちょっとわからへんからちょっ
とこう，聞きながら，ゆっくり先生との関係も築けて
いったらいいのかな，と思うねんけど
初回 5 きりん（7月），対象児：ケンゴくん
担任（桜井先生）の思い 「ケンゴはこれ，どうした
らいいの？」とか，「こういうときはこうしたらいい
の？」とか，そういう細かいことではなかったんです
けど，何か多分，「のりが付いて手が汚れた，この手
はどうしたらいいの？」とか，次の活動に対する，疑
問とかは結構言ってきますケンゴくん（略）それは確
認したいってのじゃなくて安心したいから聞いてるの
かなってのはあるんですけど
不安を解消すべく，なすべき行為を一つひとつ尋ね
るケンゴくんについて語られる。対して教頭先生か
ら，ケンゴくんに象徴されるきりんの子どもたちの
弱々しい印象が語られる。園長先生はユーモアをもっ
て教頭先生の問題提起を深める。また同僚から，ケン
ゴくんに似た子どもの保育経験を踏まえ，教頭先生の
言葉が斟酌される。同時にケンゴくんへの期待が語ら
れる。
教頭先生 なんかケンゴくんが，お上品な弱々しさを
感じ…たんです何となく。で，ここのクラスとか，今
まで見てきたクラスとまた全然違う，（略）なんやも
っと，その不安感を，もうちょっと出してもいいのか
なって（略）（桜井先生が）受け止めてあげようって
いう姿勢がすごくあって，全体もよく見てるし，こ
う，いいよっていう，あれは出してると思うんですけ
どそれが逆に，なんかこう，ちょっとこういきにくい
とこもあるのかなっていうような（略）なんかもう，
もっと，ドン！といってもいいのかなーみたいな
園長先生 あのーそれはあれかな，いや，それはすご
く丁寧で，温かくて優しくて，いうのを，あの，ちょ
っと危ない幼稚園にせえいうことかな？
佐久間先生 たとえば A くんがそっちで何かやりた
いって言ったときに，A くん…「あ，先に A くん言
ってくれたから A くんの方行こうかな」って，一回
甘やかす経験して，そしたらこう満たされるって言う
か，そしたら，その次のときも，「この前僕の言うこ
とと聞いてくれたのに」みたいな感じで，こうアピー
ルが大きくなったりとか，そういう，強い自己主張に
もっていってもいいかなっていう，話ですね，「わが
ままこの前聞いてくれたのに，今回も聞いてよ」みた
いな，アピールが出てきてもいいかな
初回 6 こあら（7月），対象児：リョウマくん
担任（岡崎先生）の思い リョウマくん…もうちょっ
と，ま，気持ち…まだ難しいんですかね年少は（略）
抑えるっていうか自分が，したいことが，できなかっ
たら，あーなんか，ちょっと，やだやだやだ，みたい
な感じで，なっちゃったりとかするんで，それを抑え
るのは，まだ難しいんですかね年少？（笑）（略）遊
び…うーんでも給食とかいちばん気になったりとか…
統制の効かないリョウマくんの自己制御について語
られる。そのような姿が顕著になる給食の場面につい
て，同僚からアドバイスがなされる。やりとりを聞い
ていた教頭先生と園長先生から，リョウマくんを含む
3歳児への願いが発達に照らして適当か，問いかけが
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なされる。
佐久間先生 「いらない」ってちゃんと言えるんやっ
たら，もうそれはごちそうさま。後からお腹が空いて
もそれはもう自分のせいやし，「さっき食べといたら
よかったね」って。帰り間際に「お腹が空いたー」っ
て泣…言い出したら「さっき食べといたらよかった
ね」って話もできるやろうし，うーん，なんかまあ，
我慢して食べなくてもいいかなーっていう感じは（す
るかな）。ちょっと励まして食べれるんやったら，そ
れはそれでいいと思うけど
平先生 なんか，いつか食べれるようになったらいい
ね，みたいな感じで，去年…は B くんに言ってきて
いて，でも今も食べてない（略）「うーん！」とか言
って，絶対ご飯とかしか食べなかったんです。はい，
なんか「いらない」とかは言えるようになって，だか
らなんか，その子なりの，もう食べんでもいいと思う
から（笑）。いつか，食べれるように
教頭先生 そうね。（A 園の）コンセプトブックを読
んで勉強しましょう
園長先生 まとまりのいいことが，この時期に，まと
まりのいいことが，いいかどうかがはたしてわからな
いっていう
研修初回の考察
ぞうを除く 5クラスで内在化問題行動が焦点化され
た。そのうち 4クラスが，子どもの行動特徴から内面
の不安を問題視する内容であった。園長先生と教頭先
生から子どもの様子と，対する保育について，評価や
労いの他に具体的な関わりが示唆された。一方，自己
制御の弱さを問題視したこあらについては，園のコン
セプトブックが引用され，子ども理解についての問題
提起がなされた。以上が研修初回の概要であるが，い
かにこれを評価できるのか。
ところで研修初日に，研修成果としての 5つの視点
が園長先生より説明された。曰く，①願う子どもの育
ちに向けて，②子ども理解に努め，③当面と根本を対
策する必要がある。そのため，④先生には‘公’とと
もに‘私’の充実が求められる。また職場の風土が健
全でなければならない。さらに育ちと不可分である⑤
家庭や友だちなど，子どもの周辺状況について情報収
集するとともに，これらと信頼構築せねばならない。
共有が目指されるこの視点を模式図的に示したのが図
1である。この図を援用して研修初回を評価すれば，
②と③に対する言及がポツリポツリ出始めた，とでき
るだろう。そうであるとすれば，途に着いたばかりの
このやりとりが，いかに実質的な意味を帯びていくの
か。続いて研修最終回に目を向けていく。
最終回 1 うさぎ（2月），対象児：タイシくん，アツ
シくん
担任（佐久間先生）の思い ほんと途中，ちょっとや
っぱり，離れ離れの，場面もつくってみた方がいいか
なってほんと，思っててグループ，あ給食の席を分け
ようかなとか，いろいろ考えてたんですけど，考えて
るうちに子どもの方から自然に，あの違うお友だちと
遊び始めたんで，あのちょうどほんと，早まらなくて
よかったなって思いながら（略）もうちょっと課題と
いうか，乗り越えてほしいところはあるんですけど，
はい。いい感じに，頑張ってるかなと
うさぎではタイシくんとアツシくんが連続して 4回
取り上げられた。途中，タイシくんに対するアツシく
んの依存が強まり，あたかも主従のような関係が目立
ち始めた。そのため介入するか否かで迷う時期もあっ
たが，教頭先生によるアドバイスもあり，選択された
見守りが奏功した事例と言えよう。担任（佐久間先
生）からは年中への進級に向けた次なる期待も語られ
た。そのような期待が抱けるまでに成長した事例とし
て，同僚と教頭から評価される。
平先生 タイシくんとアツシくんが，最初そうやって
安心できる存在やったけど，でも佐久間先生がいろい
ろと，なんかこう考えながら（笑），関わっていって，
図 1 共有が目指される 5つの視点
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なんかでも 4回続けて見ると，すごいなんか成長見れ
たなーって
教頭先生 目的もって遊んでるよね。何かこれした
い，あれしたいっていうのが，もうはっきりわかって
るから，この子と遊びたいとか，そういうのもしっか
り出てるし（略）でもそれに行きつくまでのこれだけ
の時間がかかって，まあ，それがよかったと思うし
（略）で，その，くっつか…くっつくか離すかってと
ころ，って（略）やっぱり待つこと下手やと思うんで
すよわれわれみんな（略）意図的に見るのと，見守る
のとでは，やっぱり違うと思うので，その辺がもっと
私たちも上手にできれば
最終回 2 ひつじ（2月），対象児：レンくん
担任（深川先生）の思い 上にお姉ちゃんとかがいる
ので，たぶんお姉ちゃんとかとこう何かケンカとかが
あったときに拗ねる姿を見て，ちょっと真似という
か，上の子を見てこうやってる部分もあるのかなって
いうのがあって（略）もうちょっとこう素直に出せた
らいいなっていう思いがあります，なんかこう，イ，
イ，ってなってそっぽ向いて，逃げる…悪い言い方し
たらちょっと逃げるみたいな感じもあるので
自己表出の仕方について期待が語られる。担任（深
川先生）同様にレンくんの内面を推察しようとして，
同僚からコメントが寄せられる。教頭先生から子ども
理解に努める担任（深川先生）の姿勢に一定の評価が
なされる。
佐久間先生 もっともっと先生に，愛着とかあって親
密な関係とかあったら，「もう，聞いてや～」ってい
う感じになってくるとは思うけど，いまはまだちょっ
と，遠慮の部分が，あるんかもな。「うん，ま，聞い
てくれへんのやったら，ま，ええか…」みたいな
平先生 今まではずっとなかったん？今までは…3学
期入って…から，拗ねるようになったの？（略）出せ
る…拗ねるっていうので出してるんかな…なんか
山賀先生 なんか，うん，なんか行きたいけど，隠し
てるのかもしれへんな，なんか，「深川先生が見てく
れてるのはわかってるけど，なんか，ちょっと，周り
も行ってるし，俺はちょっと…」みたいな（笑）
教頭先生 ま，A 園のアレで言うと，もっとバーッ
と，もう何もかも，ドーっと，もっと出してほしい
な，みたいなところは，あるんかな（略）うんだから
課題を，深川先生が最後に言ったその課題を見出せ
て，どう関わっていけばいいかっていうところに，問
題視ができているので，それでいいんじゃないかな
最終回 3 きりん（2月），対象児：ケンゴくん
担任（桜井先生）の思い ケンゴくん，は，うーん，
なんか，全員成長はしてるんですけど，いちばんケン
ゴくんがこう，のびしろがあったというか（略）新し
いクラスになると，また一度は最初の，最初に戻ると
思うんですけど，ケンゴくん。もじもじから始まっ
て，担任ももし変わると，もう担任にも言いたいこと
言えない（略）やっぱりその新しい環境にも，どんど
んま，自分から挑戦していくというか，自分を出せる
ようになってくれたらいいと思うんですけど
ケンゴくんは合計で 3回取り上げられた。性向とし
ての繊細さは依然として垣間見られるものの，クラス
で最も成長を遂げた園児として語られた。同僚からも
その成長が認められ，年中への期待が異口同音に語ら
れた。
山賀先生 最初の印象に比べたらすごい，明るくなっ
たし，なんか，声も大きくなったし，自信もついたか
ら，おっきい声でいろんなこと喋ったりとかもできる
のかなって思って，ですごい，ケンゴくんすごい，明
るくなったなって印象もあったんですけど，ちょっと
やっぱり内面，繊細な面も，あったんだなって思って
（笑），すごい年中さんになって，また，一皮…内面
の，一皮むけて…むけたらなと思いました
岡崎先生 音楽会とかを通して，ちょっとあの，話し
かけてくれて，ケンゴくんから話しかけてくれるよう
になったり，外とかで会ったときも「岡崎先生！」み
たいな感じでおっきい声で話しかけてくれるようにな
ったんで，その前の，映像とか見てきた中だったら，
そういう私も，友だちとか，先生とかと関わるのはす
ごい成長したなって，感じました
深川先生 4月の頃からの姿を，まこの研修とかで聞
いてきて，友だちの，男の子の中とかのリーダー的な
存在になって，こう引っ張って行ったりとか，こう桜
井先生とか友だちに対してもこう，思いとかも言える
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ようになってきてて，すごく，すごい成長だなと思い
ました
最終回 4 ぱんだ（2月），対象児：カヤちゃん
担任（山賀先生）の思い なんかちょっと内面が，な
んかこう難しい子かなって思って（略）拗ねちゃった
りとか，なんか，あの，先生が，先生がというかま
あ，自分の気持ちを，しっかりわかってくれてなかっ
たら，何も，言えなくなるというか（略）年中さんに
なったらこう，担任の先生も一人になるし，そんなじ
っくり，ああ？どう？こう，ゆったり，こうゆったり
時間を持つっていうのも難しくなるのかなって思う
し，ちょっとずつこう自分の口で言えるようにとは思
うんですけど
担任（山賀先生）はカヤちゃんの内面に目を向け
て，進級後の年中クラスの状況に適応できるような育
ちの期待を述べている。同僚からはカヤちゃんの様子
が肯定的に受け止められ，関わりに対する提案がなさ
れた。
佐久間先生 そのときは，パッとこう切り替えれるよ
うに，「ちょっと一回おトイレ行こうか」とか，「お茶
飲む？」とか（笑），なんか，違う返事…違う頭に切
り替えれる，ような関わりがあってもいいかな…
平先生 あの「なんか嫌やったら，言いに来てな」み
たいな感じで（笑），ちょっと離れて，そしたらなん
か，（略）ちょっと後で言いに来てたりしてて。だか
らなんて言っていいんですか，ちょっと時間差じゃな
いですけど，そういうの私も使って，使ってるという
か
深川先生 受け止め…受け止めつつまあ，でもちょっ
とその，ちょっと拗ねてるときとかも時間をおいて，
する…徐々に長くするっていうのはするかもしれない
です…けど。そういう姿もま，カヤちゃんの，主体的
な姿なんかなと思いました
岡崎先生 今は私だったら，受け止めていこうかなっ
て思い…ました。なんか，突き放してもそんなになん
か，いろんな方法あったけど，なんか，何て言うんで
すか，ちょっと，そのときに何て言うんですか，うま
く，言えな…言えなかったっていうか
桜井先生 ほんとにもうそのときと場合によって，変
えてる，関わり方，ずーっとべったりとかではなく，
もう離すときはパーンって離すし，うん。でまあそれ
で，自分から言いに来れたときとかは，「ありがとう」
って「言いに来てくれてありがとう」って受け止め
て，して，うん，ま子どもによるんですけど
最終回 5 ぞう（3月），対象児：ショウタくん
担任（平先生）の思い 自己発揮っていろんな（略）
いろんな出し方があるとは思うんですけど，なんか，
あのー，ま，出てはきているけど，なんかやっぱりそ
の，うーん…自分から，こうなんか，積極的にという
か，ちょっとまだ，消極的なところもたくさんあっ
て，やからそこが，もうちょっと伸びていってほしい
なっていうのは，あって，見てます
年中に向けて，ショウタくんのさらなる自己発揮が
期待される。関連する同僚のコメントによって，あら
ためて 3歳の，なかでも A 園が大切に考えるその姿
について，イメージの共有が図られる。重ねて教頭先
生・園長先生から，ショウタくんの育ちについて一定
の評価が与えられる。
佐久間先生 3歳児で到達というかこう目標にして
る，自己発揮みたいなところが，しっかり出せずに，
進級していくっていう…そういう意味ではもうほん
と，ちょっと，もうちょっと時間がほしい感じは，…
あるな…いい感じには多分なってきてる
深川先生 私も，ちょっとクラスに似たような子がい
て，やっぱり 3歳の目標としてはなんか自己発揮，こ
う C くんがいなくても，こう自分でこう好きな遊び
を見つけて，遊べるようになってほしいなっていうの
を，ちょっと見てて思いました
桜井先生 ああ，でも，なんかでもケンゴくんと一緒
で，年中になってまた新しい子と出会って，なんかま
あ，気の合う子を見つけられたらいいなっていうの
と，まそこで，いま，出せてない部分を，友だちが変
わることでこう，プラスに，いい感じに，出せるよう
になったらいいなとは思います
山賀先生 なんか，ショウタくん，でも，その平先生
の関わりがあったから，いまちょっとずつこう自分を
出せれるようになった姿も見られてて，笑顔で過ごす
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姿もあったりとか，いい感じにいま，ちょっとずつ，
ショウタくんなりに階段登ってるのかなとも思ったの
で
岡崎先生 年中になって，であのーお友だち，変わっ
ちゃいますけど，なんか，そんな中で，C くんより何
て言うんですかね，何…どの遊びでも，一緒に遊べる
ような友だちを見つけて，いってほしいなって思うの
と
教頭先生 まず，友だちというよりか，その，したい
遊び，をいま，あの，することが楽しい，友だちを求
めるというよりは遊びなのかなぁというような感じ
で，ちょっと思いました，まぁ深くはあまり，わかっ
てないんですけど（笑）。どうなるか，楽しみかなこ
れが年中になって
園長先生 いま，彼はあんな風な，かたちで，あの自
分ていうものを，その，ま，表してんねんやろなって
思うから（略）まあ，こういう感じで，今年は過ごし
ましたねみたいな，でいいのかなって思いましたね
最終回 6 こあら（3月），対象児：タクロウくん
担任（岡崎先生）の思い この関わりでいいのかって
いうのと，はい，ちょっとどうやったら，あのお友だ
ちの中に入って行けるんかなっていう（略）クラスが
替わることに関しても「岡崎先生が心配」って言って
ました（略）でもう，お母さんと笑ってたんですけど
担任（岡崎先生）から 2つの問題が語られる。一つ
は進級に当たってタクロウくんの育ちが幼く，仲間と
関係していけるか心配という点である。もう一つは，
そのような彼に対する自身の保育についてであり，残
された期間でどう関わるかという点である。同僚から
はタクロウくんの内面を慮るコメントとともに，具体
的な援助の仕方について示唆される。教頭先生・園長
先生からは，タクロウくんはもとより，保育者として
の岡崎先生の育ちについても期待が述べられる。
平先生 大好きな先生と，離れることはやっぱり，す
ごいわかってて（略）ま不安はちょっとあるのかなっ
てのは思ったんですけど（略）遊びの中でこう友だち
とも関わっていけたらいいのかな
山賀先生 不安はすごく，見せないけど感じていると
ころはある…のかなと思ってやっぱり大好きな岡崎先
生と離れるのもちょっと（略）いなくなったときに，
友だちと遊べないし，ちょっと一人になっちゃったり
したらどうしようと思ってたりもするのかな
桜井先生 次の年中の担任にも引継ぎをすると思うん
で，そんときにまあ，言ってもらったら担任も，タク
ロウくんと他の子を交えて，遊ぶこともできると思う
んで
深川先生 他のお友だちも巻き込んで遊びを続けてい
くことで，こう友だちと遊ぶ楽しさとかもこうもっと
もっと感じられていって，こう年中さんにもつながっ
ていくと思います
佐久間先生 結論はやっぱり友だち関係広げていきた
いってとこなのかな（略）あの伝え方，出し方みたい
なんを，実際に一緒に傍にいてお友だちとの関係見て
るときに，「今のじゃタクロウくん伝わらへんからこ
うやって言ったら？」とか「こうしたいって言った
ら？」とか，なんかそういう感じで，具体的に，あの
援助していってあげたら
教頭先生 岡崎先生が心配じゃなくって，岡崎先生が
離れて，離れて置いていかれる僕が，心配？（略）っ
ていうのを，感じました（略）すごく岡崎先生がこあ
らのクラスを大事に大事に，まやってきたのはわかる
んですけど，ちょっとやっぱり囲い過ぎというか，も
うぬくぬくとした中で，来たのでみんなが。だからや
っぱりこう，出ていく不安，飛び出していく不安を，
すごく感じる子が他にもいそうな，感じがして，（略）
あの関わり方ですけど岡崎先生ももうちょっと恐がら
ないで，あの，押してみたり引いてみたりをもうちょ
っと，出してもいいんじゃないかなと，その，共感す
る部分ではもう十分，できてると思うんで
園長先生 なんか先生の，先生としてのこう，立ち位
置というかありようが，子どもと支え合ってるみたい
な感じかな（略）自分が教師として，どんな立ち方と
いうか，あのあり方，っていうのんも，いっぺんこう
振り返ってみると，いいのかもしれへんね（略）それ
が先生らしさのとこかもしれへんから，そういうテイ
ストを持ちながら，先生…子どもを育てていく先生っ
ていう風にはなっていくんやろなっていう
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研修最終回の考察
一見して目に付くのは，同僚からのコメント量の増
加である。教頭先生や園長先生のリーダーシップが目
立った初回のやりとりから，大きな変化が見られた。
次いで話し合いの中身である。初回は子どもの問題に
関するやりとりが中心であったのに対し，最終回は年
中への期待がこれに代わっている。このような期待
は，関わりの深化に連れて子ども理解が進んだからに
他ならず，背景には，発話からうかがい知れるよう
に，対象児のきょうだいについて得られた情報や，保
護者との関係構築があるだろう。
以上について再び図 1に目を向けたい。初回のやり
とりはせいぜい②と③にとどまったが，同僚のコメン
ト量増加が④に，年中への期待が①に，きょうだい情
報や保護者との関係構築が⑤に当たるとすれば，回を
重ねるに連れ，園長先生が提出した視点に沿うやりと
りがなされていったと見ることができよう。
総 合 考 察
本研究では，対象児たちの問題行動のポジティブな
変化を，彼らについて話し合いを重ねた園内研修の成
果に求め，やりとりを記録した逐語を分析した。研修
初回のやりとりは問題行動の対策に関心が集中してい
たが，最終回には深化した子ども理解に基づく育ちの
方向性へとやりとりの内容が変化した。またその構造
も，管理職者のリーダーシップが目立つ内容から，同
僚性が発揮されるやりとりへと転換が認められた。無
論，話し合いの洗練が，そのまま保育実践を保障する
わけではない。問題行動得点の低下には，何より子ど
もたち自身の成熟の要因も大きいだろう。しかしたと
えそうであったとしても，子ども観や保育観の共有
が，とりわけ A 園が基準とするレベルにおいてのそ
れが，保育の一助となった可能性は考えられよう。こ
のようにして醸成された園児の学びの条件としての安
心が，今後，A 園で年長児が取り組むプロジェクト
保育（Katz & Chard, 2000 小田監・奥野訳 2004）
の下地になるものと期待される。このプロジェクト保
育もまた，保育者の役割が重視される対話的保育（梅
崎，2016）との重なりを持つ。安心の醸成を目指して
やりとりされ，育まれた同僚性が，いよいよ学びに対
する園児の集中を育んでいくことが期待される。
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